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硝酸アンモニアの物性 (第≡報)

(mLIJ313F6 JJ29[】 受皿)

荊l 山 榔 il三

(鵜叱LGエ赦rk式台it.蛭Lqエglダイナサイ†㍍)

汲譜は硝鯨Tyモエアの物性 (釈-稚)に於で硝転ETンt=エアの和蛇移/Z論じ,(郎=稚)に於て

村畷Tノモニ丁分子と水分子とのDl和也のrLE題を･統計iLTこのである｡木椎骨でu持使丁 ソ 4ユTの固

給仕を虫ずるホとする｡

醗横丁ソモニTの固鈷睦rこついては192!年 LcIYr)HemmLZT8S以来 d̂amslミoss.lVheは10ne

等多 くの研究があるが,その何れ/u岡持は抜止l:対して昏見塀なくその日的結託婚 せられて･,･ない

現状である.

惟茄は以下に示す防穴熊Jr),鵬粍姓を支蜜す,-J耕一の凶手は水の存在である事々明かにし.官に

fB措取 去粒子r.FlLこ形成される備によr)て起るもので,輯自身の凄さ,政子の繋,粒子r.榊 甜 によ

r)て芳紀三日へるものilある林を明か'こしに｡

)こ研究L=は京大肋埋草は 田中救政の抑 旨惑/f瓜さ,縄跳する決然であ,3.

Ⅳ 硝態7ニ'モニ7の固化

L.対比にArfr水分のRi寺

2 仏日ととjLEEする川1

3 †31T:t'Jl三･/L.■/lt

4.絹の別宅

II 硝取7 ンモ二アの取化

1 EE化に及ぼす7.k分の一基y

前確実 こBtて述べ/こbnく,FFl巌7-ソ亡エアの吸湿投
は軽めて大きく.帆Ⅳ叫湿掛 l'J-1ilT!=放て叩ミ湿が並行

し,勿姐臥上に放てt)唄湿すTuから分･7-■;水のqi･首IJt

あるから,懲旬D水分I=よっても容易:こJi#fJ_･うりる

のである｡

掛 ヒのrG(凶として,欺(,一榊 .)に水分子J)哩諮茨-J

桝 の水へJ35欄 の為.位7･表面に出札辞液が･形成さ

h,そのLBfl].台糖が村12形成1る｡而して血度D上昇

下枠中の7bl=粒子Jt而l=飽和;Li鞭の水分の拝軌 蒸発

E=上って鉱噛TL悦が形成される林が以凶とI.A-,i.それ

怒jf･少とも水分が杉:在･rる限1)に放ては軌少ILE胡指か

紗 勺.=在って.･る事と考えて整支えlLl.I,之を瓦戻

してJ▲るとP.化Ji水分の存在の下に放て †鳩 l･の如

く的粒子の存在岬 か()tlg2,の如 く蜘 丸字,瀬の

形丘ttのJJrL'-ト 移行してゆくのである.そして水分は粒

子内に均-1=虻放されて牌内t=於て も 均-水分Ji･示す

鰍 こIJLり両LU.l王飴合さIrt石.

40

然らIi全塔水分が祐 LtLl･酌り(-_52ては酎 ヒはな

(}ねのであろうか.

≡
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77汝 ア ン モ 昌 T の 畑 作 (軒 3 印)

之をZ<入るも Fig3,の如き僻 付gクス惣狂の内 t,･こ=〇

両を予め挺 屯'丑し,内乱 二牧子されている水分を売 C･024

分追いuLで技,30メ1･/ユー50メ'シ･1に琵扮した Z:O29

庶政丁 ソ{こ丁 5gを入れる.筏験ナンモネ71ヱ予め 01047

150'C 5時脚 排して水分を抜去LT二芦科である. OC81

丈･=之･-{弘'C,8時脚 して水分を荒土 こ除去 C･'J3)

して将 電牡Lに秤 を信管付Uクス1a･定 Fl13,の C･Cea

中に入Itその毛b骨罫をガスバーナ-で硬さ切り,其 OIC90

空状態に於て㈹ アンモニア試料tt.作存す る,之を OC99

0●C-L50●Cのr,.1を 2-5ケ耶 ir加託冷却与･操りか,A. 一･115

LTこ.文的 ･Iケ3g.Flそのまま止思しTこけnども,何h CIT5

の坊合にもlb化は全鮭 ら1Lい.さらさらとし1こ突放 し=13

Flg j,次'.=

水分穴を変えて同化の起る適性を追跡し◆二.慈荻は Flg.i,の如き併管二万付gナス班匹で .
餌管の

中一15は申I-_
毛駅に水を一肌入Ipt'=もの/Z毛払管

の丙倒,>あいで正く｡そしてそのJa所に仝J綿の拝を
まいてこの雑で毛㍍を割る不によって,
毛細管中の

永分,' L･茶花する紋tこしに｡
弼料はmTII)と同様'こして充分磯城して技.其

空吸引

して萌とt党せしめる.
その後毛細甘J i,'mって内部の水を

語弊して相席Tyモエアに吸湿せしめるので

ある.之l=ヱ77市債 T ンtニケの認億と宅地

耶rP'ニスll◆こ水の合有qよT)研俄アンそこ1の21面
l=職TZtさい●こ水分1壬が明か

となる.也度/-f一定として.脚 と炭と水分含有点のEP床を沈

めてみると次の如 くなる.但し〝クス野内の卵 の掛 ヒ圧は輸

表動 i肝宗rJ.''.lDで,忘t蜘t=外現により



Ⅰ96 エ硬 大 罪 も 余 牡 姉 17を 那 3 Jl

カく･ニFZlr}1虻化.=酪与1る事う･分,dJ.

以上扮来状て帝をT ytニ丁が軌 .中軸JEの剛 とJl･

起し.丈にrlく匝化をたす遭ttほJalEt及び搬 Tニ/セ

ムTの水分合有琴岸に上って暮事 さIlる事が労るので

あって.aJ一三0 } 1ンユで ∴C3>'･>以てn罪と十

Jllこの時.こま煮 7ソそこ1の投手丑万fL水分子が摂

生 していろ亡較三吉すると,■の事事で.tbSlと1_ち.然

し軌醗1yモエアは隷状'(.Lしているわけで.王ILく.

三た丘うー多 くf:hEもある事でbるかTJ,この水分T･2)

Rt下に!事いものCtlる事.三関らかである.

又牝の姐 .三二㌔の育星拾,I,:生爪fJいJA/u-であるが,繋

E5.三タJtの水分が表面の軒rrl･桝 一時で附沖するから

比の凧卯吸湿庇と流感Tン･tエア合和水分とは方引ミ71･

84にJ̀るわけである.

功 俄 T ソ tニTの吸湿t生を同-3LJZにて故々の湿圧

･?まIをすると竪在廷の急変十る匁がある.この温BE,_

程よカEKGy,'･示す時に即 Pl_丑曲Rが得られろ.二の

似丹反正LzLLJと1ると

I,a･% xlOO

I'J 鵬 ナンそこTjEや肺 漬D魚-.･LIt

I'_ 大穴中の脚 XLZ;

屯li=上ってiErJ丑は

Ill

山 里淫適度

,I[L

JI LS(P-P9)

lI'- '̂S(JL t'J)I

以上の巧港の外!=初捉 ⅦL=放ては%7tがむ75.之

lt仇俄TytニTの如 き 1*ン持瓜のl現休耕面(=於て

市花出的tgSが･存在し,枯Jh米両に柑花し1こt17-/Zも

つて C(IUlombの力が働き,投7-は吸17ほ h･-).

水の加さ永久有産分子が7(切をもつ持瓜出面に来る

岬1,分7-7三関 の力向に配ダけ ら.rTdして出面上り

のrlむJJ･'{安.1るけれども,Coulombの吸引力は1T

tも分子の出A半面と圧対句にある孤 ま持曲面(=対し

て反身力として嶺 くあ':珪カは朝..瑞AのYgI.二於 1

る梢dナンノ･TJtlは短小琵】tIrl.1■lt'二七 二符号

が汰&til 太tが辱ノい負荷をちつか･-I

J. hE

q相 見とLmgmirのeL藩式'二晩存する.

':,I:i/SP./芸 ∫･

･･･JS,f･,/芸 ･

(･' 吸血

/ 叫約

･73 糾y)の毘件の有効面併

]' 外面の太鼓完

7 現五時1=長ける盈ZE

XR中.:拡 が多.､社台 ;は収 の虫和義RB;-_近

付 くC,汲ell.1光分け くなり,指A表面と【屯一義末

庄Ii･良するに至る.更に8BEがaZ'く1_.ると餅 芥淡J)

読話 =上る畑 5(の吸取に.Eり緋 が在る.乞≡って持

曲裂面J)致茄Iz=B2けるイty苦 くは分子のさ拙 三.

卦 ､はPl柏即 E::上側 のTFくfJ.'る(=従つIETl

結局u讃面エネルギー及び結晶群面の汲少とIAる.

即ち狩i耶虻の大合いは堺ではIiZ化を.起しあいホ と/A.

-.)+
2 Blft.左tJiZTさ田子

上土亡J)如 く九が抑 在L T.'''･場合には匹化は起ら

ないのであらが,笑最上太の有島,-Z考えIL''l事:主不可

葺である.次Lこ水の梅 する55に友て瀬 T./･tユT

のEaLヒLt/'･文LCナつ他の四千･}求めてJ-▲る.

読泉T ItユTのFlヒ東Lzrで表わし韓の弐さJy･5,

耽元帥,～..I.妓7>LZの丑を11であらわすこ

r'-I(S..1,.1つ

の如 くt41とJLriS.Jl..Tのi5Bとして資わ∈hる.

･tlまt止 に,Eって椎 される.七千の半旺/Irとす

ると.Il千の体戊は 4.37 ㌔ であるから. 同一等旗

円(=ホ:任すちな手交は

3
･､ 丁丁丁

の亀虫と(..ち.

之は似 せJIt=朋9Bする.

Jlは娘府耐駅で.牧羊が疎林/i･tj:しているI+ら和一

昏約円でaZ面相は 41LTJ'?とな,ら.輔の堆さrLr映La

するものとして相次のものが挙げられる.

1.水分見 附軒,吸湿水分花からA)かN ';

鞭の形恥 政和水の群両班力8

の世辞を･うける.

2 鞘富aJE 籍血の玖B,相の彰書fzうりろ｡

三 梅丘の瓜炎 水分,星野革に棚 引 lる.

< 蛇 水分.用の姫 ,掠品の或兵書

(:紺 色･互.三十.班 l=よr)

結晶の蓑iが芳書をうける.

5.米札的の舶 用患執 ニよる7ク'7書によろ

キ子榊の助 力をFとし,焔 を引き■すにFする時

F;nlzI,R'm 4･I).搭BEを▼,族譜面の半托せI唱

ia･lrrとすると

42
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I,上空竺__盟
8IJ1 8.TIP

で'7.1さILる.

3粒子Itfa合点の汝

n羊及び集合点の丑を笈だするの!i且託である.ち

し和 の球状なら.一意 とfi･るのであって

S】LChlcrの馳 1_,用いるとZEL=和 ･&に書し..1大 き

さの規の中心が田のiXIA.辞退六軒拝の用点.;あるとす

ると,JtfJ巾TJくつ壬つT=のは さ-Ky■で之を Operl

=if二千~

Flg 5

Packlrlgとい う.

t̂JOがf辺三fZl影とlLる事I:甜 ･ろと

Dh..LOB'丁~両t+cosS
封JJ六面件の帽は

1,T/Flln8vll+2cod山古l+COSa
･･{tI(I+cos8)Vl+2co88.

とifa=f･:i
もし点せ充状/1･LTLとす川三.各奴 ヱ12の軌 ことり

用三一ヽて1､て･併 売叫の時はJtも狭い三線 と.Jt
も広rLt三内形3)内旋円の1-臣従は 0.28B,である.球と

規とのrFll:=ある空洞i==且の形が存在する.之は立方

璽⊂六力凸である.

更(=雄任と隷J)件臥 全き面乱 文 lGlの親 王1215[

の竣亡簸して1･.,-Jのであって.その粗 相 の lI)当

りを4とすれiL..IL3[の蝶については

】2

alJ･6.rl

か三㌫ 誓鰍‖'2I)'草 ある 三…ろ●糊 霊 の 血.. 幣t2 政

i'oJIT一票 ㌻ 叫 2- 7 号 叩 L b 3･】4

iV'亨~75isI

亡OS8-.1とお く亡

¥̂2.1-3)一〇43

JlE≧ 2Jl-3<0

05 ,≦‡

q)'≧l≧W'
とTLつてIまW●からn'のR..1,.こBtIて存在し

- l ++

43

C･- 圭 (t.)' lxIG, - u 3-･:

ロCS圭(志)ユ e- .8- 亡2巳.

C･C弓 J(lL,; =- 6xlQAo 3-416

cccS圭 (蕊 )I 8,IC･ .SxLCt･ 628･32

0･∝2i汁(蕊)I,25x,C･ 750- .57C8



l l

4 書lの尊さ

現の護引 三次LD如 くなる.

銃茨アンJtニT東面(ニ肘斉し●二水の8恵 三ri予AEEg

I:存在すら水の表面甥力によるものでJ)ち.liRrHl'の

は力鎧をpと1itJf

p-T(ニI L)

PE,(sc亡J-1)

A-r((.Tlne-SeeI+A)

･･- 言 ((See:In,p(Ia2nsecl::2..TT)
L' 誠面jS!力
C,a.長さ
t-1TIL'

tU･rin=棚 が存在する時■土之によって引～企フIJI

が発生する.凹L=於て=球が引き合う九 三托IJ)蕗にエ

るもの

巾 ,I,p-加!丁･(‡-‡)
-&志望力p=上るもの

強 〕

他 こ会体としての引聖壬力Jは

･･･- hJ･･Th･-I/.( 工 ,I,巨 w rJ.(誓 )

2Tr'Jr
メ

l+tan21

規+,沢山あるDIは一つの韓のねitてい石器分t=勾す

-,EF_-J7監pの合力:ヱ山 'Lていと･.1訊倉上に-啓 二作用

するγの合力と辱価でJ)77われT=部分上山 tてこ"･■詔

分とのgE･=放ける表面g!九 三,PItで11い5.分J-_坊ら

Il･こR tr二一iir=作肘 る- 2: と等･&である.

雀馳巧畜･こもるth-･に対する含九三〇であるが.丘外

箱.ニあるVではわれてfjl､面taのJtFJ,;近刊とJ_-り合力

はDと1..-ら1,之によって内扉一二瓜力 Ẑ生ずる.

｣主RLDぬItてJJい面/1･堆ttZ表n-=.二atiJ二大さ.

什一内芯LD珠の▲ュrLて1.-い面を鼓 影_'二大=.

TTtiLUt ､11一

之!=tつて発生する仏力

4-(po苧)(･･一･,
鵬 丁ン･tエア五和Tb渚の張筋民 比t.粘性紬

古瓦el力をS;忘すると次讃のb]く'ご ろ .

iL止 ㌘長 慧 比つR 純ttfW 慧慧'1
10°c lSO3 1278 】94.6

20'C 1677 L309 1933 948

30■C 2320 1326 202C 87J

40●C 263O )344 2]02 91I

50●C 3L,.0 】.358 2135

601C 415.0

Jlllち31瓦出力は曲度の上井と共,こ小乙+iり･.も′JM､

となるから,r且腔の上界に配って,債の拭きは小さく

ILる .

包皮及び水分iitにJ:る拾白身の焚三を拒 する久.

F.鹸ナ ンtユ1を牌 して丁ル ミ芸レ～イ7'=?JptてUt

l至 !5mm.長さ 25mm の門巨妖 二',し,之J:EニdiE

両面･i･l柳 ･合わせて卿 i面に前席 アy そこ1の庇fElEi

液を寸 E7I-L'..-レ71で一悪鬼射否せLO)て撲J

LgLtせしわ,紺 桂,ン'ツバー稚 許で引袋淵 Ẑ

行つ■こ.

茨識面々軌 主t77crntであ,-Jから,申位両肌 二換

井サると六の蝕 くJJ:ち.

雷空 品 xy,芸LIc bLfth7m ～ 2 3 4 6

0 0 0 0 0 0

0.C2 !.2･IiO32432.〟)260

oo.i I.192C426つ2.60 2組

]5225C267270272

'E･庭 三
次に屯確して水分 {̂除去Ll=孟最~,そこTn/脚

し,之,I(.E珪 95mm の円膨 の押 頂こ淡し込JL



釘 BtT =′ そ こ Tの ftI托(F;- 搬) 199

一面I珊 符で荘化生を珊定し血圧のTW として求の,-J

と稚 Tytエアの銘瓜白棒のP･'.Lと足l{粁 tN L校

白身のgt∈がまr)I1'L-a. この抑 芯の薪而FGtを
C,7km3と-すら.

ここ[-_ド-}一珊 軒鵜 苫Z上向のかL.I/,ので,柿
享受坑【エスナ yyTのお人且より井出t,,tこ.ス7'yyy

のFLZL士は白E芝地 竺(-_上って沸定日 こ,

桝 の榔 三上下庄 ンZFIJ-･がら;相 Tz左右に

狐折す,-Jの1.あるが,裳伊の沖 をとって,即 行正

Yli･喋々に加えて1桝職 歴'l●TJ汲8位する.

析石段/TJと'て

.ヽ■ TIl-- (1-l ､I

7:づる.7･及び Eを准交糊上に兜松す川 卜 役にFlgLO

の如 くなる.

l-rIInn0+T

で&小さい.ここ:-_A FF埠的.r 鮎T5力.

威 J)如き28分で.i:也 (I)と 'Jr),P ,tの搭

i:で i(3亡'Ll.その中riitで.上 2)と'}ろ.P3

化し▲こ肺 1ノJtユ1の粉 体,脚 の飯TL横合 二

は上下LEZ.･7い..ても,脚 r=大盤TJ.Lく(3)(=近

い拍Vl{̂zl尊に,

駅 珊 丁 =H tエTJk一例 Z;:こか !て'そ

の水分一合有史こ菜且とをiq足して/-Lると次超のわくTL

/J■



lA惟 C̀ 畑鼓前Z*Tyt一TD水分と姐化rJ:
Ⅳ相からt和'=肺するati急 二匹化して.･る.

の財田としてほ血祭:=よって水の捗tbB/,せ くなり.

:〇･ M化rt kg85･583･271日占5630 - 且手間の軌 ･伽 形蚊I=上って投手･J/･持合する事1=血

水 分 >'0 11011993J8310 - 且する.

臥化せ kg79063.857.i1<5311二〇5 今之をⅣ招 く20●C)l:魯ALLより下.1'ころ時の掛と

水 分 ガ O l･lI.B5225321 4t BEをみると,次表のh]くtl･り一軍･=近 く,之は-且右

Bl化せ kg740,63;山 138 1.9 一 成さI､●こI相を蛙■二tAJ)鼓jlこま'a基･ニ起ち'jい事･>Zt

Blft妊 kg67.049820.8ほ.all.9

水 分 3k; a 0.821.862.H2.7占

LDちBiW と共(=BGLと九 三位TLBD'Cケ打点と

して,印●C以上で112rしく125●CẐ毎入ると稔んと

0にi正付く.

又水銚 こ1って" /Zうりる.Jq)ち水分 1%合有十

も尊に 3-!Ol<の払化BEの廷丁 L̂宗すのでbる.

以上の如 く80'C以上:=なるとfAEl身の斗;は舌鼓

に皮下する.tZJtf{32-べ21ブ-/ユ.仔湿時T.Tfz3

時ritlとして;相 の水分 oJ6,< の時の析 応力 Ẑ桝

のJBき点わろP.Lり脱化よをTをするとFlg13のb]く
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JDらⅣ和からl和E=紬するatr_'･

除･では紙白身の

nEEと比(称ナる
.
1.
＼が掘ならは.之は.の
Im

として弼Iと東J･11淡わさitる事JL よく表わしてL■る.
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t19仁 三では)相内で血度 &々血せしめ'
=時のは化生rz粥窪してJT

ると次の如 く11る.BがC より

相和しT二時の凹化舵瑚淀I且上空oC bl化壮 kgE
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柿 世 T ソ -.一 品 丁 の 神 性 (m 3 稚) 2Ol

契鰍 よ80'Cより以下l=元一Jin度にFlBTせしめに岬

の掛 と皮で,投手の捗Bb/L･開始する肺伏爪の捌 ヒ匠は

温度の降下に拭って僻1す,-J域内がある耕/JL分る｡

柏を移しての同化度をm定すると

■-Ⅳ-I

eD◆-◆30◆･一80●

托伏瓜 ;於ける掛化虻10.3kg

T柑内では松陰が大とfLる.

1-･ Ⅳ 一･ I 一･Ⅳ

83㌧.30●-.80'-.Sol

降伏Pr.(こ放ける掛 ヒ虻 II.0kg

控適し礼ませか11ると.降伏瓜に放ては大吉はな

いが, l一･Wの野に鋪瓜投手は扱 く1=る.之はt
-･Ⅳの打に輸血粒子の成Rl二よる事及び水が飛散

してflのr,Jの粘性が小となつ■こ事p二転凶する｡

1 -･ t

90●170●
降伏瓜に放ける酎 ヒ皮108kf!ftl,J､

9〇㌧.10●

降伏瓜 こ於iJる油化9Elldkg曲r.I

L一･I

L30'-90'lal化皮は触めて小で 日(tlu下とTLる

L -IL

130㌧･50◆降伏瓜 =Dt.1るEil化BtHakgEB'.､

か くの如 く辞去触 I=上って生ずるr削ヒ姓は持崩の成

長,水分の汎牧によって脚 を･うけるものであるが,

先L=71-.1LT_如 く-且生じT=絹L=ついては.その板自体

の固化度によって文花される.

水分骨とt̀馴ヒ鍵の叩Blについては,先1:相自身の胤

化炭が世事Ji.)ける事を述-にのでb,-Jが.之は払dtt

TR面･'i･常並するI=見る水分丘とこのr川の水分の移肋丘

によって支稚引 rlる.作溢枝の水分の7RTLモTaと洲 L:皮

の関銭なつためて7>ると次封の如 くなる｡

時 rulhr 1 1 6 E)

或W7】て分タ.' 084 071 019 C.27 018

秒か水分7∠ OD6 019 011 0.63 0.72

祝Tt･姓 kg H2 224 2u 17･0 32･1
53lc にて5CB亨rim 黙授J)水分の流軟とEZZ化EZ･'(演

めてみると

移動7ruJl% 0040.]4033078ill2H二219

Bl化せ kg 2023_' 1 44B56..61195.2950

水分故と岨化度の碑孫JzLらぺで)̂ると,一g水分

以7-では水分がある-冠位を7-1=しても.その水分L=至

る程歴による水分の飛触E汝苦しくu捗政見が関係して

くる｡それ放談膵 時の水分を以て同化正を漁ずるのu

誤りで,脚 から固持:=至る過tnから宙iLべきで

ある.その風 土前軌 こ77(し二̀様に郷 水分飛散水分と

のEg珠J,･存在する(>のである.
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